
二
熊
本
地
腹
で
取
り
組
ま
れ
た
支
援
活
動

に
は
、
今
後
起
こ
る
震
災
で
生
か
す
べ
き

も
の
が
あ
る
。
ぞ
の
Ｉ
つ
が
、
被
災
者
の

戸
外
避
難
形
態
と
し
て
今
回
初
め
て
本
格

的
に
導
入
さ
れ
た
テ
ン
ト
村
で
あ
る
。

　
登
山
家
の
野
口
健
さ
ん
と
岡
山
県
総
社

市
、
医
療
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
」
が
設
置
、
管
理
に
協
力
し
た
。
野
口

さ
ん
は
２
０
１
５
年
４
月
の
ネ
パ
ー
ル
大

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
運
ん
だ
。
同
市
は
東

日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
1
3
年
に
新
条
例

を
定
め
、
大
規
模
災
害
に
つ
い
て
は
国
内

の
ど
こ
で
起
き
た
も
の
に
対
し
て
も
、
市

長
の
権
限
で
Ｉ
０
０
０
万
円
ま
で
の
支
援

が
即
座
に
で
き
る
態
勢
に
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
３
者
の
支
援
申
し
入
れ
に
対
し
、

益
城
町
は
当
初
テ
ン
ト
が
皆
に
行
き
渡
ら

な
い
、
と
消
極
的
だ
っ
た
が
、
総
社
市
が

責
任
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
納
得
、
同
町

総
合
運
動
公
園
の
ト
ラ
ッ
グ
内
に
テ
ン
ト

市
な
ど
か
ら
職
員
が
派
遣
さ
れ
、
常
時
５

～
７
人
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
を
置
い
た
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
は
医
療
テ
ン
ト
を
設
置
し
た
。

　
野
口
さ
ん
に
よ
る
と
、
テ
ン
ト
村
の
利

点
は
、
家
族
単
位
で
使
え
る
こ
と
か
ら
、

心
身
共
に
快
適
、
健
康
に
過
ご
せ
る
こ
と

だ
。
体
を
十
分
伸
ば
せ
る
し
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
も
保
て
る
。
子
ど
も
が
泣
い
て
も
気

兼
ね
し
な
く
て
い
い
、
テ
ン
ト
生
活
に
子

ど
も
が
喜
ん
で
い
る
と
い
う
声
も
出
た
。

　
一
方
で
、
気
象
条
件
の
急
変
に
ど
の
程

　
　
　
度
耐
え
ら
れ
る
か
、
と
い
う
問
題

経
験
を
今
後
に
生
か
そ
う

地
震
で
テ
ン
ト
を
大
量
に
送
り
、
住
民
か
　
村
を
作
る
こ
と
を
受
け
入
れ
た
。
テ
ン
ト

ら
感
謝
さ
れ
た
経
験
を
持
つ
。
熊
本
地
震
　
は
野
口
さ
ん
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ベ
ー
ス
キ
ャ

で
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
益
城
町
を
視
　
ン
プ
で
使
用
し
た
も
の
と
同
型
で
、
ご
雨
風

察
、
被
災
者
が
屋
根
の
落
ち
た
体
育
館
で
　
に
強
く
、
天
井
が
高
く
て
、
圧
迫
感
が
な

避
難
し
て
い
る
姿
や
、
余
震
が
怖
い
と
車
　
い
。
タ
ー
プ
（
日
よ
け
）
も
つ
け
て
居
住

中
連
泊
し
て
い
る
様
子
を
目
撃
し
、
テ
ン
　
性
を
高
め
た
。
メ
ー
カ
ー
ー
ヘ
の
特
注
で
、

卜
村
を
作
る
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
た
。
　
最
六
時
は
１
５
６
張
り
（
世
帯
）
を
設
置
。

　
野
口
さ
ん
は
、
自
ら
基
金
を
発
足
さ
せ
　
５
７
１
入
が
入
居
し
た
。

る
と
と
も
に
、
知
人
の
片
岡
聡
丁
総
社
　
　
テ
ン
ト
村
は
、
地
震
発
生
1
0
日
後
の
４

市
長
に
相
談
、
岡
山
を
拠
点
と
す
る
Ａ
Ｍ
　
月
2
4
日
に
開
村
、
５
月
3
1
日
に
閉
じ
た
。

Ｄ
Ａ
の
管
波
茂
代
表
も
加
わ
り
３
者
態
勢
　
益
城
町
の
管
理
下
で
は
あ
っ
た
が
、
総
社

も
あ
っ
た
。
実
際
に
、
５
月
に
入

　
り
テ
ン
ト
内
の
気
温
が
上
昇
し
熱

　
中
症
の
危
険
が
出
て
き
た
こ
と
、

梅
雨
に
入
り
河
川
が
氾
濫
し
た
時
の
こ
と

が
考
慮
さ
れ
閉
村
に
な
っ
た
。

　
今
回
の
テ
ン
ト
村
の
実
験
に
は
、
震
災

国
・
日
本
と
し
て
大
い
に
学
び
た
い
。
災

害
発
生
後
、
仮
設
住
宅
が
で
き
る
ま
で
の

つ
な
ぎ
的
な
仮
住
居
と
し
て
の
有
用
性

だ
。
被
災
地
外
の
自
治
体
に
よ
る
直
接
支

援
も
参
考
に
な
る
。
テ
ン
ト
は
簡
易
で
運

び
や
す
く
何
度
も
使
え
る
。
こ
れ
を
プ
ー
’
８

ル
し
、
運
び
、
村
を
運
営
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
６

を
官
民
で
築
き
上
げ
て
い
け
な
い
か
。
　
2
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